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(57)【要約】
【課題】構築した到達立坑にオープンシールド機を到達
させてこれを撤去する場合に、到達立坑長を短くするこ
とができるオープンシールド機の撤去工法を提供する。
【解決手段】前面、後面及び上面を開口したシールド機
であるオープンシールド機１は、機体をフロント部１８
とテール部１９に、さらに、テール部１９をシールドジ
ャッキ１４があるジャッキ部２０と函体吊下し部２１と
にそれぞれ分離可能とし、到達立坑１７に、まず、フロ
ント部１８をシールドジャッキ１４によりコンクリート
函体４を反力にして推進してこれを撤去し、次いで、ジ
ャッキ部２０を同じく、シールドジャッキ１４によりコ
ンクリート函体４を反力にして推進してこれを撤去し、
函体吊下し部２１は別途設ける推進設備、もしくはけん
引設備により、推進もしくはけん引して到達立坑に搬入
し、これを撤去する。
【選択図】　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　前面、後面及び上面を開口したシールド機であるオープンシールド機は、機体をフロン
ト部とテール部に、さらに、テール部をシールドジャッキがあるジャッキ部と函体吊下し
部とにそれぞれ分離可能とし、到達立坑に、まず、フロント部をシールドジャッキにより
コンクリート函体を反力にして推進してこれを撤去し、次いで、ジャッキ部を同じく、シ
ールドジャッキによりコンクリート函体を反力にして推進してこれを撤去し、函体吊下し
部は別途設ける推進設備、もしくはけん引設備により、推進もしくはけん引して到達立坑
に搬入し、これを撤去することを特徴としたオープンシールド機の撤去工法。
【請求項２】
　推進設備は、函体吊下し部の底部に設置する仮設反力部材と仮設油圧ジャッキによる請
求項１記載のオープンシールド機の撤去工法。
【請求項３】
　けん引設備は、到達立坑の底に設ける第１の仮設反力部材と、函体吊下し部の底部に設
置する第２の仮設反力部材に設けるけん引油圧ジャッキおよび前記第１の仮設反力部材と
けん引油圧ジャッキを連結するけん引部材による請求項１記載のオープンシールド機の撤
去工法。
【請求項４】
　仮設反力部材はオープンシールド機の接合用ボルト孔を利用して取り付ける請求項１な
いし請求項3のいずれかに記載のオープンシールド機の撤去工法。
 
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、市街地に上下水道、地下道等の地下構造物を施工するオープンシールド工法
におけるオープンシールド機の撤去工法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　オープンシールド工法は、開削工法（オープンカット工法）とシールド工法の長所を生
かした合理性に富む工法で、下水道、雨水渠、農業用水路等の管布設工事における軟弱帯
水地盤・曲線施工・家屋近接等、在来の工法では施工困難もしくはコスト高とされる施工
箇所において、周辺環境への影響を最小におさえ、かつ安全、経済的な施工を可能するも
のである。
【０００３】
　先にこのオープンシールド工法を説明すると、図１８～図２０に示すように図中１はオ
ープンシールド機で、これは左右の側壁板１ａを主たる構成部材としてその間を底板や梁
部材で連結して前面、後面及び上面を開口し、先端を刃口２として形成し、また側壁板１
ａの中央又は後端近くに推進ジャッキ３を後方に向け上下に複数並べて配設する。側壁板
１ａの先端部にはスライド自在な可動側壁板１ｂを設けた。
【０００４】
　図中７は、推進ジャッキ３の後端に適宜上方から吊り下ろして配設する受圧部材で、ボ
ックス鋼材又は型鋼を用いた枠体よりなる。また、図中８はオープンシールド機１内に前
部の掘削部と後部とを区画する隔壁である。
【０００５】
　オープンシールド工法は発進立坑９と到達坑との間で施工される。図示は省略するが発
進立坑９内で前記オープンシールド機１を組立、発進立坑９の前の地盤を地上に設置した
シャベル系の掘削機６で掘削し、該オープンシールド機１の推進ジャッキ３を伸長して発
進立坑９内の反力壁１０に反力をとってオープンシールド機１を前進させ、地下構造物を
形成する第１番目のコンクリート函体４を上方から吊り降し、オープンシールド機１のテ
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ール部内で縮めた推進ジャッキ３の後方にセットする。
【０００６】
　推進ジャッキ３と反力壁１０の間にはストラットを配設して適宜間隔調整をする。
【０００７】
　また、発進立坑９はシートパイル等の土留矢板１１、鏡土留矢板１１ａ、支保工１２で
構成し、オープンシールド機１を発進させるにはこの鏡土留矢板１１ａを一部鏡切りする
が、必要に応じて薬液注入等で発進立坑９の前方部分に地盤改良を施しておくこともある
。
【０００８】
　次いで、同様に掘削機６でオープンシールド機１の前面又は上面から土砂を掘削しかつ
排土してオープンシールド機１を前進させ、前記第１番目のコンクリート函体４の前に第
２番目のコンクリート函体４をオープンシールド機１のテール部内に吊り下ろす。
【０００９】
　なお、コンクリート函体４をオープンシールド機１のテール部内に吊り降す際には、コ
ンクリートブロック等による高さ調整材をコンクリート函体４下に配設し、このテール部
内でコンクリート函体４の左右および下部の空隙にグラウト材を充填する。
【００１０】
　以下、同様の掘進及びコンクリート函体４のセット工程を繰り返して、順次コンクリー
ト函体４を縦列に地中に埋設し、コンクリート函体４同士はＰＣ鋼棒１５で締結し、さら
に、コンクリート函体４の側方に可塑状裏込注入材４４をコンクリート函体４に形成した
グラウト孔を利用して注入する。
【００１１】
　ブルドーザやショベル等を使用して後方のコンクリート函体４上に埋戻土５を施し、振
動ローラ等でかため、図示は省略するがオープンシールド機１が到達立坑まで達したなら
ばこれを分解・撤去して工事を完了する。
【００１２】
　発進立坑９は前記のように切梁支保工形式の土留め構造であり、シートパイル等の土留
矢板１１、鏡土留矢板１１ａ、支保工１２で構成し、オープンシールド機１を発進させる
にはこの鏡土留矢板１１ａを一部鏡切りする必要がある。
【００１３】
　また、薬液注入等で発進立坑９の前方部分、坑口に地盤改良を施しておくことが必要に
なることもある。
【００１４】
　到達立坑について図示はないが、前記発進立坑９と同様のシートパイル等の土留矢板、
鏡土留矢板、支保工で構成し、オープンシールド機１を到達立坑内へ到達させるにはこの
鏡土留矢板を一部鏡切りする。
【００１５】
　さらに、到達立坑も鏡土留矢板を一部鏡切りするものであり、この到達立坑側からオー
プンシールド機１に対しては向掘りを行い、また、土砂が入り込まないように上に覆工板
を施す。
【００１６】
　下記特許文献は、到達立坑において、オープンシールド機の到達時に到達立坑の鏡切の
工種が必要なく、シールド機に対して向掘りすることや入坑前にシールド機上段部を撤去
する必要がないので工程を減らすことができるものとして提案された。
【特許文献１】特許第５９６０７８７号公報
【００１７】
　この特許文献１は、地盤改良の部分の端にシールド機の上段部に相当する部分に坑口土
留めを設置し、到達立坑内の上段を掘削し、この掘削して外側に土が無くなったシールド
機の上段部材を撤去し、掘削した到達立坑内の上段の内側に支保工を架設し、到達立坑内
の中段を掘削し、シールド機の中段部を撤去し、中段部まで坑口土留めを施し、到達立坑
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内の下段を掘削し、下段まで坑口土留めを施し、シールド機の下段部材を撤去するように
した。
【００１８】
　特許文献１によれば、到達立坑は平面コ字形でシールド機到達方向を開放したものであ
るので、オープンシールド機の到達方向が開放されていて鏡切を行う必要がなく、その結
果、到達立坑からオープンシールド機に対して向かい掘りする必要もなく、シールド機を
入坑できる。この入坑の際には開放口内方に地盤改良を施されているので、地盤を荒らさ
ずに入坑できる。
【００１９】
　また、オープンシールド機を入坑する際は到達立坑は鋼矢板を打設した段階でありオー
プンシールド機外方には土砂があるので、到達立坑は切梁や腹起こしを設けずともすみ、
腹起こしがないので入坑前にシールド機上段部を撤去する必要もない。
【００２０】
　オープンシールド機を入坑後、地盤改良部の端に坑口土留めを設置して順次、上段、中
段、下段と段階的に立坑内掘削を行い、その都度支保工を設置して、上段、中段、下段と
段階的にオープンシールド機を解体して撤去できる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００２１】
　前記特許文献１の方法では、到達立坑は達立坑は鋼矢板を打設した段階でありこれを後
で内部の掘削するものとしているので、時間がかかるものであり、また、順次、上段、中
段、下段と段階的に立坑内掘削を行い、その都度支保工を設置していくので、オープンシ
ールド機到達後に到達立坑を完成させるようなものである。
【００２２】
　また、前記特許文献１のような方法を取らずに、通常にオープンシールド機を到達させ
て撤去するには、オープンシールド機を撤去するための立坑寸法を検討する必要がある。
【００２３】
　その場合、フロント部とジャッキ・テール部の２分割到達を考慮した立坑寸法が必要で
あり、現場条件により所定の立坑寸法が確保されていない場合にはオープンシールド機を
撤去することができない。
【００２４】
　本発明の目的は前記従来例の不都合を解消し、構築した到達立坑にオープンシールド機
を到達させてこれを撤去する場合に、到達立坑長を短くすることができるオープンシール
ド機の撤去工法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００２５】
　前記目的を達成するため請求項１記載の本発明は、前面、後面及び上面を開口したシー
ルド機であるオープンシールド機は、機体をフロント部とテール部に、さらに、テール部
をシールドジャッキがあるジャッキ部と函体吊下し部とにそれぞれ分離可能とし、到達立
坑に、まず、フロント部をシールドジャッキによりコンクリート函体を反力にして推進し
てこれを撤去し、次いで、ジャッキ部を同じく、シールドジャッキによりコンクリート函
体を反力にして推進してこれを撤去し、函体吊下し部は別途設ける推進設備、もしくはけ
ん引設備により、推進もしくはけん引して到達立坑に搬入し、これを撤去することを要旨
とするものである。
【００２６】
　請求項１記載の本発明によれば、オープンシールド機は油圧ジャッキを備え方向修正や
掘削を行うためのフロント部と函体を押すためのシールドジャッキを備えたジャッキ部と
函体を敷設するための空間である函体吊下し部を有したテール部との２分割構造となって
いるが、これをテール部をシールドジャッキがあるジャッキ部と函体吊下し部とにそれぞ
れ分離可能とし、さらに、移動のための油圧ジャッキを備えていない函体吊下し部を仮設
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反力部材を設けて増設した油圧ジャッキより反力を受けてテール部を単体で移動できる構
造としたので、図１７に示すように、フロント部を入坑させ撤去した後にジャッキ・テー
ル部を一体で入坑させ撤去しなければならない従来の撤去方法に対して到達立坑長を短く
することができる。
【００２７】
　請求項２記載の本発明は、推進設備は、函体吊下し部の底部に設置する仮設反力部材と
仮設油圧ジャッキによることを要旨とするものである。
【００２８】
　請求項２記載の本発明によれば、推進設備により推進させて到達立坑に搬入する場合に
、函体吊下し部の底部に仮設反力部を設置することで簡単かつ確実に油圧ジャッキを備え
ていない函体吊下し部を到達させて撤去することができる。
【００２９】
　請求項３記載の本発明は、けん引設備は、到達立坑の底に設ける第１の仮設反力部材と
、函体吊下し部の底部に設置する第２の仮設反力部材に設けるけん引油圧ジャッキおよび
前記第１の仮設反力部材とけん引油圧ジャッキを連結するけん引部材によることを要旨と
するものである。
【００３０】
　請求項３記載の本発明によれば、けん引設備によりけん引して到達立坑に搬入する場合
に、到達立坑の底と函体吊下し部の底部に仮設反力部を設置することで簡単かつ確実に油
圧ジャッキを備えていない函体吊下し部を到達させて撤去することができる。
【００３１】
　請求項４記載の本発明は、仮設反力部材はオープンシールド機の接合用ボルト孔を利用
して取り付けることを要旨とするものである。
【００３２】
　請求項４記載の本発明によれば、オープンシールド機は３分割構造とするのにボルトで
接合して分離可能としているが、この接合用ボルト孔を利用して仮設反力部材を取り付け
ることで、加工なしに簡単に取り付け、取り外しができる。
【発明の効果】
【００３３】
　以上述べたように本発明のオープンシールド機の撤去工法は、構築した到達立坑にオー
プンシールド機を到達させてこれを撤去する場合に、到達立坑長を短くすることができる
ものである。
【図面の簡単な説明】
【００３４】
【図１】本発明のオープンシールド機の撤去工法の１実施形態を示すフロント部入坑の側
面図である。
【図２】本発明のオープンシールド機の撤去工法の１実施形態を示すフロント部入坑の平
面図である。
【図３】本発明のオープンシールド機の撤去工法の１実施形態を示すジャッキ部入坑の側
面図である。
【図４】本発明のオープンシールド機の撤去工法の１実施形態を示すジャッキ部入坑の平
面図である。
【図５】本発明のオープンシールド機の撤去工法の１実施形態を示すジャッキ部撤去の側
面図である。
【図６】本発明のオープンシールド機の撤去工法の１実施形態を示すジャッキ部撤去の平
面図である。
【図７】本発明のオープンシールド機の撤去工法の１実施形態を示す函体吊下し部推進の
側面図である。
【図８】本発明のオープンシールド機の撤去工法の１実施形態を示す函体吊下し部推進の
平面図である。
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【図９】本発明のオープンシールド機の撤去工法の１実施形態を示す函体吊下し部けん引
の側面図である。
【図１０】本発明のオープンシールド機の撤去工法の１実施形態を示す函体吊下し部けん
引の平面図である。
【図１１】推進設備の側面図である。
【図１２】推進設備の断面図である。
【図１３】推進設備の平面図である。
【図１４】けん引設備の側面図である。
【図１５】けん引設備の断面図である。
【図１６】けん引設備の平面図である。
【図１７】従来例と本発明との比較を示す説明図である。
【図１８】オープンシールド工法の掘進工程を示す縦断側面図である。
【図１９】オープンシールド工法のコンクリート函体設置工程を示す縦断側面図である。
【図２０】オープンシールド工法の概要を示す斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００３５】
　以下、図面について本発明の実施の形態を詳細に説明する。図１は本発明のオープンシ
ールド機の撤去工法の1実施形態を示すフロント部入坑の側面図、図２は同上平面図、図
３は同上ジャッキ部入坑の側面図、図４は同上平面図、図５は同上ジャッキ部撤去の側面
図、図６は同上平面図で、前記オープンシールド工法の概要を示す図１８～２０と同一構
成要素には同一参照符号を付したものである。
【００３６】
　オープンシールド工法については前記説明した通りであり、左右側壁板の内側に推進ジ
ャッキを配設し、前面、後面及び上面を開口したオープンシールド機１の前面又は上面開
口より前方の土砂を掘削排土する工程と、推進ジャッキを伸長してコンクリート函体４を
反力にしてオープンシールド機１を前進させる工程と、オープンシールド機１のテール部
内で縮めた推進ジャッキの後方に新たなコンクリート函体４を上方から吊り降して既設コ
ンクリート函体に接合する据え付け工程とを適宜繰り返して順次コンクリート函体４を縦
列に埋設するものである。
【００３７】
　オープンシールド機１は機体を前後方向で複数に分割し、フロント部１８としての前方
の機体の後端にテール部１９としての後方の機体の前端が嵌入して、相互の嵌合部で中折
れ部を形成して屈曲可能とした。
【００３８】
　前記フロント部１８は主として掘削を行うもので、前端と上面を開放面としてあり、機
体内で後部に後方へ向けて中折ジャッキ３１を左右によせて、また上下複数段に配設した
。
【００３９】
　フロント部１８の前端の刃口２はスライドジャッキ１６でスライドする可動側壁板１ｂ
で、可動分割刃口となっている。これに対してテール部１９はコンクリート函体４の設置
を行うもので、底板５を有し、機体内で前部に後方へ向けて推進ジャッキ(シールドジャ
ッキ)１４を左右によせて、また上下複数段に配設している。
【００４０】
　本発明はテール部１９をシールドジャッキ１４があるジャッキ部２０と函体吊下し部２
１とにそれぞれ分離可能とした。
【００４１】
　その結果、オープンシールド機１はフロント部１８とジャッキ部２０と吊下し部２１と
の３分割に分離可能なものとなり、相互の接続はボルトによる締結で行うものとする。
【００４２】
　図１において、図中１７は鋼矢板を打設してなる到達立坑である。また、７は受圧部材
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（押角）である。
【００４３】
　図１、図２に示すように到達立坑１７に、まず、フロント部１８をシールドジャッキ１
４によりコンクリート函体４を反力にして推進する。
【００４４】
　図３、図４に示すように到達立坑１７にフロント部１８が完全に入った状態で、これを
撤去し、次いで、ジャッキ部２０を同じく、シールドジャッキ１４によりコンクリート函
体４を反力にして推進する。
【００４５】
　ジャッキ部２０が到達立坑１７にフロント部１８が完全に入った状態で、図５、図６に
示すようにこれを撤去し、函体吊下し部２１のみを残す。
【００４６】
　図７、図８に示すように、推進設備として函体吊下し部２１の底部に仮設反力部材であ
るブロック鋼材２２と仮設油圧ジャッキ２３を設ける。
【００４７】
　図１１～図１３にこの推進設備の詳細を示すが、仮設反力部材としてのブロック鋼材２
２はオープンシールド機１のジャッキ部２０と函体吊下し部２１の接合用ボルト孔２５を
利用して取り付けることができる。
【００４８】
　また、仮設油圧ジャッキ２３のロッドの先端は球体結合によるヒンジ頭部２３ａとして
角度変化に耐えられるものとする。
【００４９】
　受圧部材（押角）７の前に適宜ストラット２４を並べ、仮設油圧ジャッキ２３を伸長し
てコンクリート函体４を反力にして函体吊下し部２１を到達立坑１７内に押し出す。
【００５０】
　函体吊下し部２１が到達立坑１７に完全に入った状態で、これを撤去する。
【００５１】
　図９、図１０は他の実施形態と示すもので、前記推進設備の替わりにけん引設備を用い
るが、このけん引設備は、到達立坑１７の底に設ける第１の仮設反力部材としてのブロッ
ク鋼材２６と、函体吊下し部２１の底部に設置する第２の仮設反力部材としてのブロック
鋼材２７と、ブロック鋼材２７に設置するけん引油圧ジャッキ２８および前記第１の仮設
反力部材としてのブロック鋼材２６とけん引油圧ジャッキ２８を連結するけん引部材２９
による。
【００５２】
　図１４～図１６にこのけん引設備の詳細を示すが、仮設反力部材としてのブロック鋼材
２２はオープンシールド機１のジャッキ部２０と函体吊下し部２１の接合用ボルト孔２５
を利用して取り付けることができる。
【００５３】
　また、けん引油圧ジャッキ２８はセンターホールジャッキであり、けん引部材２９はＰ
Ｃ鋼線または鋼材であり、くさび式の定着具３０により係止する。
【００５４】
　けん引油圧ジャッキ２８を伸長し、ブロック鋼材２６を反力として函体吊下し部２１を
到達立坑１７内にけん引する。定着具３０はけん引部材２９に対して位置の移動が可能で
あり、けん引油圧ジャッキ２８の伸縮に応じて定着位置を変えることで、けん引がおこな
われる。
【００５５】
　函体吊下し部２１が到達立坑１７に完全に入った状態で、これを撤去する。
【符号の説明】
【００５６】
１…オープンシールド機
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１ａ…側壁板　　　　　　　　　　１ｂ…可動側壁板
２…刃口　　　　　　　　　　　　３…推進ジャッキ
４…コンクリート函体　　　　　　５…埋戻土
６…掘削機　　　　　　　　　　　７…受圧部材
８…隔壁　　　　　　　　　　　　９…発進立坑
１０…反力壁　　　　　　　　　　１１…土留矢板
１１ａ…鏡土留矢板　　　　　　　１２…支保工
１４…推進ジャッキ（シールドジャッキ）
１５…ＰＣ鋼棒　　　　　　　　　１６…スライドジャッキ
１７…到達立坑　　　　　　　　　１８…フロント部
１９…テール部　　　　　　　　　２０…ジャッキ部
２１…函体吊下し部　　　　　　　２２…ブロック鋼材
２３…仮設油圧ジャッキ　　　　　２３ａ…ヒンジ頭部
２４…ストラット　　　　　　　　２５…接合用ボルト孔
２６…ブロック鋼材　　　　　　　２７…ブロック鋼材
２８…けん引油圧ジャッキ　　　　２９…けん引部材
３０…定着具　　　　　　　　　　３１…中折ジャッキ
４４…可塑状裏込注入材

【図１】 【図２】
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【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】

【図１４】 【図１５】

【図１６】
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